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　三宅武郎は，1892（明治 25）年に広島県山県郡壬生町で生まれた（秋永一枝 1999: 216）。東京
のアクセントに関して，1924（大正 13）年から築地・日本橋・京橋の下町方言を中心に調査を
おこなってカードに採集した。カードの枚数は 1930（昭和 5）年の時点で 4万 2,000枚に達した

















































  一． 上の動詞の原アクセントが平板式ならば，連語動詞の新アクセントは起伏式になる。
    ［例］  トブ（飛ぶ）      トビ・ダス（飛び出す）
        アテル（当てる）    アテ・ツケル（当てつける）
        トマル（泊まる）    トマリ・コム（泊まりこむ）
  二． 上の動詞の原アクセントが起伏式ならば，連語動詞の新アクセントは平板式になる。
    ［例］  ミル（見る）      ミ・コム（見込む）
        カク（書く）      カキ・ダス（書き出す）
  三． 上の動詞がカナ三字以上の起伏式である場合には，場合に依つて次の如く二様にいふ。
    ［例］  オモウ（思ふ）     オモイ・コンデ（オモイ・コム）
                   オモイ・コンデ（オモイ・コム）
図 2　「連語動詞のアクセント法則（稿）」
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        タタク（叩く）     タタキ・ツケテ（タタキ・ツケル）
            語の意味が強いから殆ど常に右の如くいふ。
        カンカﾟエル（考へる） カンカﾟエ・コンデ（カンカﾟエ・コム）











   「（前部の式・拍数）」：
      前部動詞について，式（平板または起伏），および連用形での拍数（起伏式について
のみ）を，筆者（塩田）が判定して記入した。判定が困難な動詞（たとえば「いきる」）
については，『日本語アクセント辞典』に示されたものを採用した。
   「当初原案」：
      「連語動詞のアクセント法則（稿）」に示されている，当初の原案。原文では「「ア行の部」
所掲の型」と示されている。
  「追加案」：





















明け行く 平 0 -2 （掲載なし） （掲載なし） （掲載なし）
明け渡す 平 0 -2 -2 -2 -2, 0
明け渡る 平 0 -2 -2 -2 （掲載なし）
当てこする 平 0 -2 -2 -2 -2
有り余る 起・2拍 -2 0 0 0 -2
言い合う 平 0 -2 -2 -2 -2
言い送る 平 0 -2 -2 -2 （掲載なし）
言い落とす 平 0 -2 -2 -2 （掲載なし）
言い返す 平 0 -3 -3 （掲載なし） -3
言い暮らす 平 0 -2 -2 -2 （掲載なし）
言い消す 平 0 -2 -2 -2 （掲載なし）
言い渋る 平 0 -2 -2 -2 （掲載なし）
言い損なう 平 0 -2 -2 （掲載なし） （掲載なし）
言い初める 平 0 -2 -2 （掲載なし） （掲載なし）
言い違える 平 0 -2 -2 （掲載なし） （掲載なし）
言い伝える 平 0 -2 -2 （掲載なし） （掲載なし）
言い詰める 平 0 -2 -2 （掲載なし） （掲載なし）
言い渡す 平 0 -2 -2 -2 -2
居直る 平 0 -2 -2 -2 -2
射落とす 起・1拍 0, -2 0 0 （掲載なし） 0
射込む 起・1拍 0, -2 0 0 （掲載なし） （掲載なし）
生き残る 起・2拍 0, -2 0 0 （掲載なし） -2
いきり立つ＊ 平 -3 -2 -2 -4 （掲載なし）
行き渡る 平 0 -2 -2 （掲載なし） -2
植え替える 平 0 -2, -3 -3 （掲載なし） -3
浮き出す 平 0 -2 -2 （掲載なし） -2
浮き出る 平 0 -2 -2 （掲載なし） -2
動き出す 起・3拍 0 0, -4 0, -4 （掲載なし） 0
薄れ行く 平 0 -2 （掲載なし） （掲載なし） （掲載なし）
打ち落とす 起・2拍 0, -2 0 0 （掲載なし） 0
討ち亡ぼす 起・2拍 -2 0 0 （掲載なし） （掲載なし）
売り付ける 平 0 -2 -2 （掲載なし） -2
押し付ける 平 0 -2 -2 -2 -2
追っかける 平 0 -2 -2 -2 -2
威しつける＊ 平 -4 -2 -2 （掲載なし） （掲載なし）
跳（おど）り上がる 平 0 -2 -2 -2 -2
思い合う 起・3拍 0 （掲載なし） （掲載なし） （掲載なし） 0
思い合わす 起・3拍 0 （掲載なし） 0 （掲載なし） （掲載なし）
思い合わせる 起・3拍 0 （掲載なし） （掲載なし） 0 （掲載なし）
思い浮かべる 起・3拍 0 （掲載なし） 0 （掲載なし） 0
思い起こす 起・3拍 -2 （掲載なし） 0 0 （掲載なし）
思い返す 起・3拍 -2 （掲載なし） 0 0 -3, 0
思い切る 起・3拍 -3 （掲載なし） 0 -4, 0 -4
思いこむ 起・3拍 0 （掲載なし） 0 0 -4, 0
思い知る 起・3拍 -4 （掲載なし） 0, -4 -4 （掲載なし）
思い過ごす 起・3拍 -5 （掲載なし） 0 0 （掲載なし）
思い立つ 起・3拍 0 （掲載なし） 0 -2 -4
思いつく 起・3拍 0 （掲載なし） 0 （掲載なし） 0
思い続ける 起・3拍 0 （掲載なし） 0 （掲載なし） （掲載なし）
思いつめる 起・3拍 -2 （掲載なし） 0 -2 -2, 0
思いとどまる 起・3拍 -6 （掲載なし） 0 0 （掲載なし）
思いとまる 起・3拍 0 （掲載なし） 0 0 0
思い直す 起・3拍 0 （掲載なし） 0 -2 （掲載なし）
思い残す 起・3拍 0 （掲載なし） 0 0 0
思いめぐらす 起・3拍 0 （掲載なし） 0 （掲載なし） （掲載なし）
思いわずらう 起・3拍 0 （掲載なし） 0 0 （掲載なし）
泳ぎまわる 起・3拍 0 （掲載なし） -5 （掲載なし） -5, 0
（「いきり立つ [-3]」「威しつける [-4]」は，当時このようなアクセントが実際にあったのか，あるいはここ
で誤記を正すことを企図したのか，不明である）




一．前部動詞が平板式（29語） ⇒ すべて起伏式に（掲載なしが 2語）
二．前部動詞が起伏式・2拍以下（6語） ⇒ すべて平板式に










































   「先年，故常深氏が「アクセント辞典」の原稿を音声学協会に送つて寄越され，それと合
流して出版したらどうかといふことを岡倉先生から学会の席上で慫慂されたときにも，お
断りして神保氏の校閲を依頼したくらゐである。」  （三宅武郎 1938: 29）
   「「アクセント辞典」は常深氏の原稿を神保氏が校閲せられたのであるからやゝ妥協的なと
ころがある。」  （三宅武郎 1940: 126）
　また，次のような記録もある。
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た」 （佐藤孝 1991: 120）
　この『大辞典』の第二十六巻には，「主なる執筆者」の一人として「佐藤孝」の名前が挙げら
れており，後書きに相当する部分には次のような文言が見られる。










   「国語辞書のアクセント表記に関する史的叙述の中で，平凡社の「大辞典」のことを書き
落してゐたが，同書のそれは，結局，神保・常深両氏の「アクセント辞典」の範囲を出で









































































計 325語 278語 157語 532語 464語




















































































計 72語 45語 15語 104語 58語





































10% 14% 0% 2% 14%
【前部動詞が起伏式・3
拍以上】
17% 20% 7% 2% 34%
　表 5の数値から，ここで取り上げた 5種の資料は，以下の 2つに分類できる。
 前部動詞が起伏式で 2拍以下，および 3拍以上の複合動詞に関して，
  　起伏式〔＝「合法則的」でないもの〕の掲載率が 10%未満のもの
 ：『アクセント表示　新辞海』『日本語アクセント辞典』　
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On the Accent of Compound Verbs Listed in the Dictionaries before the End 
of WWII: Inductive Description and Deductive Norm
SHIODA Takehiro
NHK Broadcasting Culture Research Institute / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
It is said that the accent of compound verbs takes the opposite pattern of its front verb part 
(Inversion Phenomenon of Pattern Preservation of the compound verb accent, IPPP). If the front 
part verb is non-accented, the compound verb will be accented. Conversely, when the front part 
verb is accented, then compound verb will be non-accented. However, there are many exceptions 
demonstrated in observed Japanese, and there are relatively few examples of accented compound 
verbs that bear an accent on the front verb.
  Takeo Miyake (1934) first proposed this generalization of IPPP. In this paper, the issue of 
how many items fit the IPPP in two dictionaries compiled by Miyake is considered.
  The quantitative results show that the accents of the compound verbs listed in the two 
dictionaries are extremely faithful to the IPPP. That means there is some deviation from the actual 
language use, as compared to the accents contained in other dictionaries from the same period.
  One interpretation of this result could be that the IPPP, pointed out by Miyake as a general 
law, was over-applied in the description and compilation of accent dictionaries.
Key words: compound verb, accent, Takeo Miyake, norm, actual use
